
「グローバルオペレーション」の強化を担う
新たなコミュニケーションインフラを構築
その導入を支えたファイナンス ソリューション

日揮株式会社

神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-1

1928 年（昭和 3 年）10 月 25 日

235 億 1,118 万 9,612 円

（2009 年 3 月 31 日現在）

2,069 名（2009 年 3 月 31 日現在）

450,911百万円（2009年3月期連結）

日本初のエンジニアリング企業として 1928 年に創立

し、アジア、中近東、アフリカ、南米、東欧など世界各地

で石油、ガス、石油化学といったエネルギー分野の国家プ

ロジェクトに参画。医療、食品、福祉など幅広い事業分野

にも携わり、高度なエンジニアリング技術と卓越したプ

ロジェクト マネジメントで高い評価を受けている。新た

な事業の構築提案や、オペレーション、メンテナンス、シ

ステム ソリューションまでを含むトータルなサービスを

提供しているほか、これまでの知見を生かした資源開発

や新燃料事業にも取り組む。顧客の期待とニーズを的確

に捉え、顧客の変革に合わせて自らも変革することを通

して、世界のトップコントラクターを目指している。

ケーションを選択したのです。
これにより、電話の取り次ぎや伝言メ
モによるコミュニケーション ロスの
減少、地域を問わない円滑なコラボ
レーションの実現、電話システム整備
に関するコスト削減など、さまざまな
効果が期待されています。
新システムの選定では、その機能や効
率性に加え、投資に関する要件がポイ
ントとなりました。プロジェクトを進
めていた時期と金融危機が起こった時
期が重なったため、予算面の懸念をど
のように払拭するかは難しい課題だっ
たといいます。
今回のプロジェクトは、全社的に
5,000台を超える電話を入れ替える大
規模なものでしたが、設計から運用ま
で非常にスムーズに実施されました。
そのファイナンス面を支えたのが、シ
スコシステムズキャピタル株式会社
（以下シスコキャピタル）のリース プ
ログラムです。

2008 年に起きた金融危機の影響で、
IT 関連の予算を縮小せざるを得なく
なった企業は多いと言われます。しか
し一方で、事業の効率性を高め、ビジ
ネスの成長を促すために、IT システ
ムの更改に取り組むことも重要です。
石油やガスなどエネルギー関連を中核
として、多様な分野で生産設備（プラ
ント）の設計、調達、建設やプロジェク
ト マネジメントを担っているエンジニ
アリング企業の日揮株式会社は、日々
の業務効率を改善し、多数のプロジェ
クト運営を一層スムーズなものにした
いと考え、2009 年にコミュニケーショ
ンのインフラを刷新しました。
世界 70 カ国で 2 万件以上のプロジェ
クトを進めている同社の活躍は、まさ
にグローバルなものです。横浜の本社
を基軸に、アジア、中近東、アフリカ、
南米、東欧など各地とのやり取りは盛
んに行われており、それを支える基盤
としてシスコ ユニファイド コミュニ

新しいコミュニケーションインフラの導入によるビジネス効果の向上を、より早く実現したい。
不安定な経済状況に対応し、予算 / 初期投資を抑えつつ新システムへの移行を進めたい。
日揮株式会社は、このような課題を克服するために、
シスコシステムズキャピタル株式会社のファイナンス プランを選択しました。

日揮株式会社
http://www.jgc.co.jp/

Case Study
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ネットワーク機器はすでにシスコ製品
を用いており、グループ会社にはユニ
ファイド コミュニケーションを導入
しているところもありました。それら
も踏まえて、本社のインフラとして改
めてご提案をいただき、採用を決めま
した」
導入計画がスタートしたのは 2008 年
の夏でしたが、同時期に起こった金融
危機の影響から、同社も IT 関連予算
の縮小を迫られることになったといい
ます。一方でスケジュールを遅らせる
わけにもいかず、さまざまな検討を重
ねることになりました。
エンジニアリング本部 情報技術部 企
画グループ グループリーダーの鈴木
茂明氏は、状況を打開する上でシスコ
キャピタルが非常に大きな役割を果た
してくれたと語ります。
「全社的に電話システムを刷新する以
上、相応の投資になることは避けられ
ません。初期投資をどのように行うか
という懸念が持ち上がりましたが、シ
スコ キャピタルからオペレーション 
リースのご提案をいただいたことで、
滞ることなくプロジェクトを進められ
ました。初期投資が分散され、かなり
減額できることは、大きな魅力でした」
また、当時シスコキャピタルが提供し
ていたユニファイド コミュニケー
ション特別キャンペーンを利用できた

ことも好評価に結びついたと、鈴木氏
は付け加えます。
「実際の支払い開始は 6 ヶ月後という
内容に、弊社の上層部も好印象を持っ
てくれました。
リース期間は、 IT システムを見直す
サイクルを踏まえて 5 年としました
が、技術の進歩が早く、スピーディな
対応が求められていくという観点から
も、リースを選択してよかったと思い
ます」
実際のシステム設計／構築を担当し
ている日揮情報システム株式会社 イ
ンフラ技術第 2 部 部長代理の長沼智
司氏も、シスコキャピタルのおかげ
でスケジュールは順調だったと振り
返ります。
「金額面で大きなメリットがあると日
揮側が判断して決定されたので、シ
ステムの主要な設計作業にすぐ取り
かかることができ、非常に助かりま
した。お支払いや商流の面でも、特
別な流れや手続きが生じることはな
く、とてもスムーズにお話させてい
ただきました」
今後は、国内外の現場同士での内線接
続や、テレビ会議の効果的な運用促進
など、新システムの持つ可能性を拡げ
ていきたいと長沼氏は語ります。
「以前も IP 網に音声を載せることは
していましたが、レガシーな環境を

日揮では、今回のコミュニケーション 
インフラ刷新にあたり、シスコキャピ
タルの「FMV リース（オペレーティ
ング リース）」と「ユニファイド コ
ミュニケーション特別キャンペーン」
の 2 つを利用しています。
シスコ ユニファイド コミュニケー
ションを導入することになった経緯に
ついて、日揮株式会社 エンジニアリ
ング本部 情報技術部 部長の丹治紀夫
氏は、次のように語ります。
「既存 PBX の保守が終了し、入れ替
えの必要が生じたことを受けて、弊社
がテーマとしているグローバル オペ
レーション体制の強化を図るために、
新たなコミュニケーション インフラ
の検討を始めました。社内アンケート
の結果でも、電話の取り次ぎや伝言メ
モにまつわる時間を減らしたいという
要望は多く、また設計・建設現場やジョ
イント ベンチャーのお客さまを含め
た関係者のコミュニケーション、コラ
ボレーションを支える環境整備は不可
欠でした。
弊社は生産設備を持たず、人材をリ
ソースとしてプロジェクト ベースで
事業を展開しており、頻繁にオフィス
内の移動やレイアウト変更がありま
す。その都度発生する工事や内線設定
などのコスト削減も、重要な課題だっ
たのです。
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オペレーティング リースで初期投資を分散し、
プロジェクトの実施と IT 予算の抑制を両立

日揮情報システム株式会社
インフラ技術第2部
部長代理
長沼 智司 様

シスコシステムズ合同会社
製造営業 製造第二営業
アカウントマネージャー

朝倉 奈々緒 様

日揮株式会社
エンジニアリング本部
情報技術部
企画グループ
グループリーダー
鈴木 茂明 様

シスコシステムズキャピタル
株式会社

エンタープライズ営業部
田口 哲也 様

日揮株式会社
エンジニアリング本部
情報技術部
部長
丹治 紀夫 様
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ベースにしていたので、単に伝送路を
共有している程度でした。シスコ ユ
ニファイド コミュニケーションに
なって、いろいろなアプリケーション
と連携できる基盤が整ったので、IP 
電話の可能性をより多くの人に使って
実感していただけるように裾野を広げ
ていきたいと思っています」
また、グループ会社への導入や、グ
ループ全体の電話番号体系の見直し
といった計画もあるとのことで、丹
治氏は新システムへの期待を語って
くれました。
「現在進めている新情報基盤の構築に
合わせて、IP 電話や Web 会議、テレ
ビ会議などを標準的な仕組みとして組
み込んでいこうと考えています。電話
環境の整備が難しい地域でも、WAN 
が通れば電話が使えるようになる IP 
電話の強みを生かして、建設現場との
コミュニケーション、コラボレーショ
ンを強化できればと思っています。
弊社の事業はマルチ ロケーションで
進んでいますので、いわゆるバーチャ
ル シングル オフィス、あたかもひと
つの環境で作業しているようなワーク 
スタイルを実現することは大きなテー
マです。シスコ ユニファイド コミュ
ニケーションを、その基盤として活用
していきたいですね」

今回のソリューション導入をファイナ
ンス面でサポートしたシスコキャピタ
ルは、一般的なリースの他に、顧客に
より大きなメリットを提供できる独自
のリース プランを持っていることが
特徴です。エンタープライズ営業部の
田口哲也氏は、日揮の要望を満たす最
適なプランを提案できたと語ります。
「日揮様はオペレーティング リースの
利用と、キャッシュフローを来年度の
処理にしたいというご要望をお持ちで
したので、弊社の FMV リースと、
導入後最初の 6 ヶ月はお支払いが不
要になるユニファイド コミュニケー
ション特別キャンペーンの 2 つをご
提案させていただきました。
併せてネットワーク機器のオペレー
ティング リースについてもご紹介さ
せていただいたのですが、先の提案
とともに喜んでいただけたのは何よ
りです」
シスコシステムズ合同会社 製造営業 
製造第二営業 アカウント マネー
ジャーの朝倉奈々緒氏は、シスコキャ
ピタルの提案はとても効果的で、シス
コ全体としてお客さまに貢献できたと
高く評価しています。
「弊社からご提供できるのはハード
ウェアをはじめとしたソリューション
ですが、ファイナンス面をシスコキャ
ピタルが担ったことで、より的確にお

客さまのニーズに応えることができた
のは、営業担当として非常に嬉しかっ
たですね。
日揮様のグローバル コミュニケー
ション インフラ構築という大きな
テーマに対して、何をご提供すべきか
最初は悩みましたが、打ち合わせを重
ねながら詳細を詰めていくことができ
ました。ご満足いただけるソリュー
ションを実現できてよかったです」
最後に田口氏は、シスコキャピタルな
らではの強みを交え、次のように語っ
てくれました。
「弊社はシスコ グループならではの
ファイナンス スキームをご用意して
おり、FMV リースやセーフティネッ
ト・エクスチェンジプランといった基
本的なオペレーティングリースのほか
にも、さまざまなご提案を行っていま
す。残価のためにリプレースに踏み切
れないお客さまや、ご予算の関係でプ
ロジェクトを進めることができないお
客さまに対しても最適なご提案を行
い、より大きなメリットをご提供でき
ます。
お客さまのニーズに合わせてフレキシ
ブルに対応させていただきますので、
気軽にご相談ください。お客さまのビ
ジネスを支える基盤を、シスコ グルー
プとして支援させていただきます」

 
  

顧客に満足いただけるソリューションの実現を
シスコグループ全体で支援

  

 

  

  

  

  



 

 

      

     

     

      

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

  

  

 

 

  
                

   

CISCO SYSTEMS
CAPITAL   
シスコシステムズキャピタル株式会社

東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー

03-6436-6622（代表）

2001年（平成 13 年）8 月 27 日

6 億円

米国Cisco Systems, Inc. 100％出資

総合リース業 他通信機器、周辺機器のリース、レンタル及びその他ファイナンスサポート 
及び 中古品の販売

http://www.cisco.com/jp/product/lease/

シスコシステムズキャピタル株式会社は、シスコシステムズの製品・サービスにおけるさまざまな
ファイナンス サービスを日本のお客様にご提供いたします。柔軟なリース期間設定、解約オプショ
ンの提供、他社製品からの移行など、ユーザ企業の皆様に有利なファイナンス プログラムを提供す
るとともに、お客様のネットワーク投資に関するご相談を承り、最新のネットワーク・ソリューショ
ンで競争力強化のお手伝いをいたします。

住 所：

T E L：

設 立：

資 本 金：

主要株主：

事業内容：

U R L：

09-11

シスコシステムズキャピタル株式会社
http://www.cisco.com/jp/product/lease
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
TEL：03-6436-6622

電話でのお問合わせは、以下の時間帯で受付けております。
平日 10:00～12:00 および 13:00～17:00
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